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本研究のための骨格招本は.地域個体群の骨格上の変
災を論じる上では極めてi3TL正なものなのでも'i盃に泣皿を
進めてきたが.大豆処理が不可能なため.なお約3割が
未怒理である.ここでは標本の由来と構成を紹介し.PJ!
非迫体の発掘作文について簡単に経過報告しておく｡
校本は.千丈県高宕山の天然記念物指定地域のニホン
ザルT-Ⅰ群の一部と富挫市豊岡の高宕山自然動物国で
餌付けられていたニホンザルT一皿群の一瓢 計78休の
退休からなる｡このうちT-Ⅰ群の個体は,1973年3月
27日に捕粧され,約半年間高清の吉田方に収容され,高
宕山自然動物田に移管されたもので.移管直後T-Ⅱ群
とのケンカで死亡したもの.および翌年発生した流行Ih'
で大丑死したものからなるOこの流行蛸は.隣はするT
一皿群に蔓延し同じく大皿死を怒越した｡それに.1974
年中に他の郡山により死亡した若干のT-Ⅱ郡の個体を
含む｡
発掘作共は,1975年3-4月にのペ109人を投入して
おこなわれた｡退体は動物国内の一隅.7.8mX3.5m程
の区画内の3本のトレンチの探さ0.5-1.5m の問にFJ!
非されていたO充拙した近体は,ニホンザル78休のLul,
タイワンザル(?).ウサギ.LJi.各一休であった｡
ニホンザルの迫体のうちT-ⅡLTのオス抑1位 (三代
目次郎長)以外は.所属群不明である｡しかし個体の区
別は比較的はっきりしていたので.吐非状況のスケッチ
･写真をとりなから.なるべく個体別に白骨化ないし自
ロウ化した迫休を収容･包装した.持ち帰られた退路
は.ひとつひとつの骨の個体別を抜対しながらひきつづ
き整理中である｡
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